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多分困っている人なんてほとんどいないだろうけれど、暇だったのであげ。

ミスってたらサーセン。ミスってましたorz
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これぐらいは何も書かなくても解けますよね？
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ここで、糸の長さ(r)が最大または最小になるとき、 ṙ=0 。
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これを解くと
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となるが r0 であるから、糸の長さは r 0,
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4g
の間を動く。
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の範囲を変化し、
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≤r≤r 0 の範囲を動くことが分かる。


